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【緒言】一般に，無機化合物中では放射線照射に伴って電子正孔対が生成され，それらの一部は，移動

の過程で欠陥などに捕獲され，一時的に蓄積される．これに熱刺激を与えて捕獲電子を再励起し，これ

を捕獲正孔または熱刺激により放出させた正孔と再結合させると，光子が放出される．この発光現象を

熱蛍光(TL)という．一方，熱に代えて近赤外光を照射することにより捕獲電子を再励起し，正孔と再結

合させることによって生ずる発光を輝尽蛍光 (OSL)という．両過程で生じる蛍光強度は，広い線量率域

で線量に比例するため，放射線量のイメージング技術に利用されている．よく知られている輝尽蛍光体

の 1つに BaFBr:Eu2+があり，イメージングプレート(IP)用材料として採用され，デジタル X線撮影に多

用されている．しかし，この IPは，従来のエック

ス線フィルムに比べて，空間分解能の点で劣って

いる．特に本研究では，BaFBr:Eu2+よりも高い空

間分解能をもつものと期待されているアルカリハ

ロゲン化物に着目し，CsCaCl3:Eu2+とCsCaCl3:Ce3+

を対象として，それらの熱蛍光及び輝尽蛍光特性

を調べた． 

 【実験】ドーパント濃度を 1 mol%とした 1 g の

試料（CsCaCl3）を次のように作製した．母材原料

としてのCsCl及びCaCl2と，各ドーパント供給原

料としてのEuCl3･6H2OないしCeCl3･7H2Oをよく

混合した後，50°Cにて約半日乾燥させた．これを

タブレットに成形し，200°Cにてさらに乾燥させ，

ガラス管に真空封入し，400°C にて焼成した．こ

の試料に 10 Gyの放射線を照射し，TLグロー曲線

を測定した． 

【結果と考察】図 1にEu2+添加，図 2にCe3+添加

CsCaCl3のTLグロー曲線を示す．図 1には，450 K

付近に強いグローピークが一つ認められる．一方，図 2には 300–450 K付近に複数のピークが認められ

る．これらの違いより，CsCaCl3:Eu2+とCsCaCl3:Ce3+との間で，正孔捕獲中心が異なるものと推察される． 
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図 1．CsCaCl3:Eu2+のTLグロー曲線 
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図 2．CsCaCl3:Ce3+のTLグロー曲線 
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